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学修一貫（学士課程・修士課程一貫）の教育体系

化学系は，学修一貫教育により，修士課程の化学系化学コースおよび化学系エネルギー・情報コースにおいて，それぞ

れ以下のような人材を養成することを目的として，学修目標を定めています。

化学系化学コースでは，「化学に関わる基盤的な知識と高度な専門学力に基づいた広い視野を持ち，新たな課題に主体的

に取り組むことのできる人材」を養成することを目的とし，同コースでは次のような能力の修得を学修目標としています。

・化学に関わる多方面の知見を理解するのに必要な基盤的な専門学力

・物質科学に関する高度な専門学力に基づく実践的な問題解決力

・新たな課題に主体的に取り組み，化学の深奥を究めようとする探求力

・多様な考え方をまとめて新たな方向性を見出す力

・国際的に通用するコミュニケーション力

修士課程におけるカリキュラムでは， 番台として物理化学基礎特論Ⅰ Ⅱ，有機化学基礎特論Ⅰ Ⅱ，無機・分析化

学基礎特論Ⅰ Ⅱなどの基礎科目 分子化学特論Ⅰ Ⅱ，合成有機化学特論，分離科学特論などの専門科目を開設しており，

番台から 番台の科目群と有機的に連携し，さらに発展的に学ぶことのできるカリキュラムとなっています。

化学系エネルギー・情報コースでは，化学を基礎とする専門分野に関する高度な学識を有し，かつ，エネルギー・情報

分野に共通するエネルギー学の学術基盤である多元的エネルギー学理を修得することにより，広範なエネルギーに関する

諸問題を俯瞰する能力を有し，エネルギービッグデータ科学を活用し自らの研究開発に適用できる能力，および，研究開

発の社会的な意義について説明することによりプロジェクトを企画立案する社会構想力を有し，さらに，自立的課題抽出・

解決力，及び国際的リーダーシップ力を兼ね備え，社会に貢献する高い志を持ってイノベーションを牽引できる人材を養

成することを学修目標としています。

・化学を基礎とする専門分野に関する高度な学識と高い専門学力

・多元的エネルギー学理に関する専門学力

・人工知能解析やデータ科学を具体的に活用し，自らのエネルギー関連専門分野に適用できる能力

・社会科学的知識やスキルを有し，自らの遂行する研究開発プロジェクトの社会的経済的価値について説明できる社会

構想力

・新たな課題に主体的に取り組み，究めようとする探求力および問題解決能力

・国際的に通用するコミュニケーション力およびグローバルリーダーシップ力

エネルギー・情報コースでは，自らの専門分野に関して高度な専門性を修得するための「専門学理講義群」，エネルギー

分野に共通する学理（多元的エネルギー学理）を修得し，社会構想力を涵養するための「エネルギー学理講義群」，および，

やデータ科学を活用する能力を取得するための「エネルギービッグデータ科学講義群」から構成されます。コース学生

は，「化学系専門学理講義群」から講義を選択するとともに，共通する必修講義である「エネルギー学理講義群」および「エ

ネルギービッグデータ科学講義群」の講義を履修します。
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地球惑星科学系学修課程 

 

 地球惑星科学は地球・惑星・宇宙に関する様々な現象を研究する学問である。地球，太陽系，さらには太陽系外の惑星

系から生命まで，広大な時空間に及ぶ複雑な自然現象を研究対象とし，多様な研究分野とのつながりのある学際的な学問

分野でもある。 

 本課程では，地球惑星科学及び関連する分野において国内外を問わず十分に活躍できる人材を養成するため，基本的学

力と専門的知識は元より，幅広い教養と学問的視野，コミュニケーション力など，幅広い能力を主体的に身につけるため

の学修課程を構成している。 

 

人材養成の目的 

 地球・惑星・宇宙の諸現象を理解するために必要な基本的学力をもち，複雑な現象をも科学的に理解しようとする人

材の養成を目的としている。 

 

学修目標 

 本課程では，上記の目的の達成のために，次のような能力の修得を学修目標としている。 

・地球・惑星・宇宙の諸現象を理解するために必要な基本的学力 

・複雑な現象に対したときに科学的に理解しようとする探究力 

・グローバルかつ科学的な視野をもとにした社会活動ができる科学リテラシー 

 

学修内容 

 本課程では，「学修目標」で記載した「修得する能力」を身に付けるために，次のような内容の学修を行う。 

Ａ）講義・演習から構成される授業を通して，地球惑星科学を学ぶための基礎的学力を向上させる学修 

Ｂ）野外巡検・観測・室内実験を通して，地球・惑星・宇宙の諸現象を体感する学修 

Ｃ）理論・数値シミュレーションを通して，地球・惑星・宇宙の諸現象を再現する学修 

Ｄ）最先端の成果を含む専門科目を通して，地球・惑星・宇宙の諸現象を理解する学修 

Ｅ）主体的な取り組みを通して，英語によるコミュニケーション力を向上させる学修 

 

授業科目 

 地球惑星科学系の標準科目は，付表 1 のとおりである。◎印を付した科目は必修科目，○印を付した科目は選択必修科

目，無印は選択科目である。また，付表 2 に学士特定課題研究履修要件および卒業要件に含められる単位数に制限のある

科目を記す。 

付表 1 地球惑星科学系専門科目群 

科目

区分 
科目コード 科目名 単位 

身に付 

ける力 

学修

内容 
備考 

 

 

専門 

科目

（200

番台） 

EPS.A202.B ○  惑星科学序論 2-0-0 1 A  

EPS.A203.B ○  地球史概論 2-0-0 1 4 A  

EPS.A205.B 〇  地球科学序論 2-0-0 1 A  

EPS.B201.B ○  物理数学 A（地惑） 2-2-0 1 A  

EPS.B202.B ○  地球化学 A 2-0-0 1 A  

EPS.B203.B ○  力学（地惑） 2-2-0 145 A  

EPS.B210.B ○  物理数学 B（地惑） 1-1-0 1 5 A  

EPS.B211.B ○  地球化学 B 2-0-0 1 A  
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科目

区分 
科目コード 科目名 単位 

身に付 

ける力 

学修

内容 
備考 

専門 

科目

（200

番台） 

EPS.B212.B ○  電磁気学（地惑） 2-2-0 1 5 A  

EPS.B213.B ○  科学英語（地惑） 1-0-0 1 3 5 B  

EPS.P201.B ○  物理数学 I（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.M204） 

EPS.P211.B ○  物理数学 I（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.M214） 

EPS.P202.B ○  物理数学 II（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.M211） 

EPS.P212.B ○  物理数学 II（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.M221） 

EPS.P203.B ○  解析力学（講義） 2-0-0 1 5 A 他系開講科目（PHY.Q206） 

EPS.P213.B ○  解析力学（演習） 0-1-0 1 5 A 他系開講科目（PHY.Q216） 

EPS.P204.B ○  電磁気学（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.E205） 

EPS.P214.B ○  電磁気学（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.E215） 

EPS.P205.B ○  電磁気学 II（講義） 2-0-0 1 5 A 他系開講科目（PHY.E212） 

EPS.P215.B ○  電磁気学 II（演習） 0-1-0 1 5 A 他系開講科目（PHY.E222） 

EPS.P206.B ○  量子力学入門（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.Q207） 

EPS.P216.B ○  量子力学入門（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.Q217） 

EPS.P207.B ○  量子力学 II（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.Q208） 

EPS.P217.B ○  量子力学 II（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.Q218） 

EPS.P208.B ○  熱力学（物理）（講義） 1-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.S209） 

EPS.P218.B ○  熱力学（物理）（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.S219） 

EPS.P209.B ○  現代物理学概論 1-0-0 2 A 他系開講科目（PHY.G230） 

EPS.P210.B ○  物理実験学 1-0-0 345 A 他系開講科目（PHY.L201） 

EPS.M201.B ○  代数学概論第一 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.A201） 

EPS.M202.B ○  代数学概論第二 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.A202） 

EPS.M203.B ○  代数学概論第三 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.A203） 

EPS.M204.B ○  代数学概論第四 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.A204） 

EPS.M205.B ○  線形空間論第一 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.A211） 

EPS.M206.B ○  線形空間論第二 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.A212） 

EPS.M207.B ○  位相空間論第一 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.B201） 

EPS.M208.B ○  位相空間論第二 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.B202） 

EPS.M209.B ○  幾何学概論第一 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.B211） 

EPS.M210.B ○  幾何学概論第二 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.B212） 

EPS.M211.B ○  解析学概論第一 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.C201） 

EPS.M212.B ○  解析学概論第二 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.C202） 

EPS.M213.B ○  解析学概論第三 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.C203） 

EPS.M214.B ○  解析学概論第四 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.C204） 

EPS.M215.B ○  応用解析序論第一 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.C211） 

EPS.M216.B ○  応用解析序論第二 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.C212） 

EPS.L201.R ◎ △ 地惑実験学（安全・データ解析） 1-0-0 1 5 B  

EPS.L202.A ○ △ 地惑実験（岩石学） 0-0-1 1 B 地惑実験（岩石学，地球化

学，物理計測，野外実習）

から 3 単位以上修得する

こと 

EPS.L203.A ○ △ 地惑実験（地球化学） 0-0-1 1 5 B 

EPS.L204.A ○ △ 地惑実験（物理計測） 0-0-1 1345 B 

EPS.L205.A ○ △ 地惑実験（野外実習） 0-0-1 1 5 B 

EPS.L220.B ○ △ 地惑巡検 0-1-3 123 B  

専門 

科目

（300

番台） 

EPS.A330.B ○  宇宙地球化学 2-0-0 1 A  

EPS.A331.B ○  地球物質学 2-0-0 1 A  

EPS.A332.B ○  火山学 2-0-0 1 A,B,D  

EPS.A333.B ○  惑星天文学 2-0-0 1 A,D  

EPS.A334.B ○  生物地球化学 2-0-0 1 A,D  

EPS.A336.B ○  地震学 2-0-0 1 4 A,D  

EPS.A337.B ○  地球と生命 2-0-0 1 A,D  

EPS.A338.B ○  地球システム科学 2-0-0 1 A  

EPS.A351.B ○  地球惑星科学特論 A 1-0-0 1 D  

EPS.A352.B ○  地球惑星科学特論 B 1-0-0 1 D  
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科目

区分 
科目コード 科目名 単位 

身に付 

ける力 

学修

内容 
備考 

 

 

 

 

 

専門 

科目

（300

番台） 

EPS.A353.B ○  地球惑星科学特論 C 1-0-0 1 D  

EPS.A354.B ○  地球惑星科学特論 D 1-0-0 1 D  

EPS.B330.B ○  流体力学（地惑） 2-0-0 145 A  

EPS.B331.B ○  量子力学（地惑） 2-2-0 1 5 A  

EPS.B332.B ○  統計力学（地惑） 2-2-0 4 5 A  

EPS.P330.B ○  統計力学（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.S301） 

EPS.P340.B ○  統計力学（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.S311） 

EPS.P331.B ○  統計力学 II（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.S312） 

EPS.P341.B ○  統計力学 II（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.S322） 

EPS.C328.L   最先端トピックスから学ぶ地惑英語 bA 0-1-0 234 E アントレ対応科目 

EPS.C329.L     最先端トピックスから学ぶ地惑英語 bB 0-1-0 234 E アントレ対応科目 

EPS.C330.L   最先端トピックスから学ぶ地惑英語 bC 0-1-0 234 E アントレ対応科目 

EPS.C331.L    最先端トピックスから学ぶ地惑英語 bD 0-1-0 234 E アントレ対応科目 

EPS.L330.B ○  数値地球惑星科学 2-2-0 145 C  

EPS.L331.B ○ △ 地球物質学実験 0-1-1 145 B  

研究 

関連 

科目

（300

番台） 

EPS.Z381.R ◎  研究プロジェクト 0-2-0 1 5 B,C  

EPS.Z382.L   地惑研究のフロンティア 2-0-0 1 D  

EPS.Z388.R ◎  学士特定課題研究 0-0-4 145 B,C,D  

EPS.Z380.R ◎  学士特定課題研究 S 0-0-8 145 B,C,D 早期卒業適格者認定を受

けた者限定科目 

EPS.Z399.R ◎  学士特定課題プロジェクト 0-0-6 145 B,C,D  

  ◎必修科目，○選択必修科目，△収容人数を制限する科目 

  「身に付ける力」の表示は次のとおり。 

 1: 専門力 2: 教養力 3: コミュニケーション力 4: 展開力(探究力又は設定力) 

 5: 展開力(実践力又は解決力) 

  ナンバリング（科目コード）における「分野コード」の意味は次のとおり。 

A: 応用科目（Advanced）, B: 基礎科目（Basic）, C: キャリア系科目（Career）， 

L: 実験系科目（Laboratory），P: 物理学系開講科目（Physics），M: 数学系開講科目（Mathematics） 

  「アントレ対応科目」とは，アントレプレナーシップ科目としてみなす科目を指す。 

 

付表 2 

下の表の A 欄と B 欄の対応する科目を両方履修した場合は，原則として B 欄の科目のみを学士特定課題研究履修要件お

よび卒業に必要な単位に含める。 

A B 

物理数学 I（講義） 物理数学 B（地惑） 

物理数学 II（講義） 物理数学 A（地惑） 

解析力学（講義） 力学（地惑） 

電磁気学（講義） 電磁気学（地惑） 

量子力学入門（講義） 量子力学（地惑） 

統計力学（講義） 統計力学（地惑） 
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科目

区分 
科目コード 科目名 単位 

身に付 

ける力 

学修

内容 
備考 

専門 

科目

（200

番台） 

EPS.B212.B ○  電磁気学（地惑） 2-2-0 1 5 A  

EPS.B213.B ○  科学英語（地惑） 1-0-0 1 3 5 B  

EPS.P201.B ○  物理数学 I（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.M204） 

EPS.P211.B ○  物理数学 I（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.M214） 

EPS.P202.B ○  物理数学 II（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.M211） 

EPS.P212.B ○  物理数学 II（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.M221） 

EPS.P203.B ○  解析力学（講義） 2-0-0 1 5 A 他系開講科目（PHY.Q206） 

EPS.P213.B ○  解析力学（演習） 0-1-0 1 5 A 他系開講科目（PHY.Q216） 

EPS.P204.B ○  電磁気学（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.E205） 

EPS.P214.B ○  電磁気学（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.E215） 

EPS.P205.B ○  電磁気学 II（講義） 2-0-0 1 5 A 他系開講科目（PHY.E212） 

EPS.P215.B ○  電磁気学 II（演習） 0-1-0 1 5 A 他系開講科目（PHY.E222） 

EPS.P206.B ○  量子力学入門（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.Q207） 

EPS.P216.B ○  量子力学入門（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.Q217） 

EPS.P207.B ○  量子力学 II（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.Q208） 

EPS.P217.B ○  量子力学 II（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.Q218） 

EPS.P208.B ○  熱力学（物理）（講義） 1-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.S209） 

EPS.P218.B ○  熱力学（物理）（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.S219） 

EPS.P209.B ○  現代物理学概論 1-0-0 2 A 他系開講科目（PHY.G230） 

EPS.P210.B ○  物理実験学 1-0-0 345 A 他系開講科目（PHY.L201） 

EPS.M201.B ○  代数学概論第一 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.A201） 

EPS.M202.B ○  代数学概論第二 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.A202） 

EPS.M203.B ○  代数学概論第三 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.A203） 

EPS.M204.B ○  代数学概論第四 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.A204） 

EPS.M205.B ○  線形空間論第一 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.A211） 

EPS.M206.B ○  線形空間論第二 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.A212） 

EPS.M207.B ○  位相空間論第一 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.B201） 

EPS.M208.B ○  位相空間論第二 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.B202） 

EPS.M209.B ○  幾何学概論第一 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.B211） 

EPS.M210.B ○  幾何学概論第二 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.B212） 

EPS.M211.B ○  解析学概論第一 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.C201） 

EPS.M212.B ○  解析学概論第二 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.C202） 

EPS.M213.B ○  解析学概論第三 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.C203） 

EPS.M214.B ○  解析学概論第四 1-1-0 1 A 他系開講科目（MTH.C204） 

EPS.M215.B ○  応用解析序論第一 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.C211） 

EPS.M216.B ○  応用解析序論第二 1-0-0 1 A 他系開講科目（MTH.C212） 

EPS.L201.R ◎ △ 地惑実験学（安全・データ解析） 1-0-0 1 5 B  

EPS.L202.A ○ △ 地惑実験（岩石学） 0-0-1 1 B 地惑実験（岩石学，地球化

学，物理計測，野外実習）

から 3 単位以上修得する

こと 

EPS.L203.A ○ △ 地惑実験（地球化学） 0-0-1 1 5 B 

EPS.L204.A ○ △ 地惑実験（物理計測） 0-0-1 1345 B 

EPS.L205.A ○ △ 地惑実験（野外実習） 0-0-1 1 5 B 

EPS.L220.B ○ △ 地惑巡検 0-1-3 123 B  

専門 

科目

（300

番台） 

EPS.A330.B ○  宇宙地球化学 2-0-0 1 A  

EPS.A331.B ○  地球物質学 2-0-0 1 A  

EPS.A332.B ○  火山学 2-0-0 1 A,B,D  

EPS.A333.B ○  惑星天文学 2-0-0 1 A,D  

EPS.A334.B ○  生物地球化学 2-0-0 1 A,D  

EPS.A336.B ○  地震学 2-0-0 1 4 A,D  

EPS.A337.B ○  地球と生命 2-0-0 1 A,D  

EPS.A338.B ○  地球システム科学 2-0-0 1 A  

EPS.A351.B ○  地球惑星科学特論 A 1-0-0 1 D  

EPS.A352.B ○  地球惑星科学特論 B 1-0-0 1 D  
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科目

区分 
科目コード 科目名 単位 

身に付 

ける力 

学修

内容 
備考 

 

 

 

 

 

専門 

科目

（300

番台） 

EPS.A353.B ○  地球惑星科学特論 C 1-0-0 1 D  

EPS.A354.B ○  地球惑星科学特論 D 1-0-0 1 D  

EPS.B330.B ○  流体力学（地惑） 2-0-0 145 A  

EPS.B331.B ○  量子力学（地惑） 2-2-0 1 5 A  

EPS.B332.B ○  統計力学（地惑） 2-2-0 4 5 A  

EPS.P330.B ○  統計力学（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.S301） 

EPS.P340.B ○  統計力学（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.S311） 

EPS.P331.B ○  統計力学 II（講義） 2-0-0 1 A 他系開講科目（PHY.S312） 

EPS.P341.B ○  統計力学 II（演習） 0-1-0 1 A 他系開講科目（PHY.S322） 

EPS.C328.L   最先端トピックスから学ぶ地惑英語 bA 0-1-0 234 E アントレ対応科目 

EPS.C329.L     最先端トピックスから学ぶ地惑英語 bB 0-1-0 234 E アントレ対応科目 

EPS.C330.L   最先端トピックスから学ぶ地惑英語 bC 0-1-0 234 E アントレ対応科目 

EPS.C331.L    最先端トピックスから学ぶ地惑英語 bD 0-1-0 234 E アントレ対応科目 

EPS.L330.B ○  数値地球惑星科学 2-2-0 145 C  

EPS.L331.B ○ △ 地球物質学実験 0-1-1 145 B  

研究 

関連 

科目

（300

番台） 

EPS.Z381.R ◎  研究プロジェクト 0-2-0 1 5 B,C  

EPS.Z382.L   地惑研究のフロンティア 2-0-0 1 D  

EPS.Z388.R ◎  学士特定課題研究 0-0-4 145 B,C,D  

EPS.Z380.R ◎  学士特定課題研究 S 0-0-8 145 B,C,D 早期卒業適格者認定を受

けた者限定科目 

EPS.Z399.R ◎  学士特定課題プロジェクト 0-0-6 145 B,C,D  

  ◎必修科目，○選択必修科目，△収容人数を制限する科目 

  「身に付ける力」の表示は次のとおり。 

 1: 専門力 2: 教養力 3: コミュニケーション力 4: 展開力(探究力又は設定力) 

 5: 展開力(実践力又は解決力) 

  ナンバリング（科目コード）における「分野コード」の意味は次のとおり。 

A: 応用科目（Advanced）, B: 基礎科目（Basic）, C: キャリア系科目（Career）， 

L: 実験系科目（Laboratory），P: 物理学系開講科目（Physics），M: 数学系開講科目（Mathematics） 

  「アントレ対応科目」とは，アントレプレナーシップ科目としてみなす科目を指す。 

 

付表 2 

下の表の A 欄と B 欄の対応する科目を両方履修した場合は，原則として B 欄の科目のみを学士特定課題研究履修要件お

よび卒業に必要な単位に含める。 

A B 

物理数学 I（講義） 物理数学 B（地惑） 

物理数学 II（講義） 物理数学 A（地惑） 

解析力学（講義） 力学（地惑） 

電磁気学（講義） 電磁気学（地惑） 

量子力学入門（講義） 量子力学（地惑） 

統計力学（講義） 統計力学（地惑） 
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標準的履修例 

 

  
 

学士特定課題研究履修要件 

 学士特定課題研究を履修するためには，次の要件を満たさなければならない。 

(1) 付表 1 にある科目のうち，◎印の科目（地惑実験学（安全・データ解析））を修得していること。 

(2) 付表 1 にある科目のうち，「地惑実験（岩石学）」「地惑実験（地球化学）」「地惑実験（物理計測）」「地惑実験（野

外実習）」から 3 単位以上修得していること。 

(3) 研究プロジェクト（2 単位）を修得していること。 

(4) 上記(1)，(2)，(3)を含め合計 106 単位以上修得していること。 

 

学士特定課題プロジェクト履修要件 

学士特定課題研究(4 単位)を修得していること。 

 

卒業要件 

 本課程を卒業するためには，次の要件を満たさなければならない。 

(1) 付表 1 にある科目のうち，◎印の科目（地惑実験学（安全・データ解析））を修得していること。 

(2) 付表 1 にある科目のうち，「地惑実験（岩石学）」「地惑実験（地球化学）」「地惑実験（物理計測）」「地惑実験（野

外実習）」から 3 単位以上修得していること。 

(3) 上記(2)を含め付表 1 にある◯印の科目（選択必修科目）から 25 単位以上修得していること。 

(4) 研究プロジェクト（2 単位），学士特定課題研究（4 単位），学士特定課題プロジェクト（6 単位）を修得している

こと。なお，早期卒業者は，「学士特定課題研究（4 単位）及び学士特定課題プロジェクト（6 単位）」の代わり

に，「学士特定課題研究 S（8 単位）」の修得とすることができる。 

(5) 上記(1)，(2)，(3)，(4)を含め合計 124 単位以上修得していること。 

 

2① 2② 2③ 2④ 3① 3② 3③ 3④

物理数学A
（地惑）

力学
（地惑）

量子力学
（地惑）

地球化学A 地球化学B
電磁気学
（地惑）

統計力学
（地惑）

地球史概論 地球物質学 惑星天文学

惑星科学序論 宇宙地球化学 生物地球化学 地震学

地球システム科学

地球科学序論

地惑実験学
地惑実験
（岩石学）

数値地球
惑星科学

地惑実験
（野外実習）

地惑実験
（物理計測）

地惑巡検

数物系化学系科目群

地球惑星科学科目群

実験系科目群

研究プロジェクト

地惑研究のフロンティア
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標準的履修例 

 

  
 

学士特定課題研究履修要件 

 学士特定課題研究を履修するためには，次の要件を満たさなければならない。 

(1) 付表 1 にある科目のうち，◎印の科目（地惑実験学（安全・データ解析））を修得していること。 

(2) 付表 1 にある科目のうち，「地惑実験（岩石学）」「地惑実験（地球化学）」「地惑実験（物理計測）」「地惑実験（野

外実習）」から 3 単位以上修得していること。 

(3) 研究プロジェクト（2 単位）を修得していること。 

(4) 上記(1)，(2)，(3)を含め合計 106 単位以上修得していること。 

 

学士特定課題プロジェクト履修要件 

学士特定課題研究(4 単位)を修得していること。 

 

卒業要件 

 本課程を卒業するためには，次の要件を満たさなければならない。 

(1) 付表 1 にある科目のうち，◎印の科目（地惑実験学（安全・データ解析））を修得していること。 

(2) 付表 1 にある科目のうち，「地惑実験（岩石学）」「地惑実験（地球化学）」「地惑実験（物理計測）」「地惑実験（野

外実習）」から 3 単位以上修得していること。 

(3) 上記(2)を含め付表 1 にある◯印の科目（選択必修科目）から 25 単位以上修得していること。 

(4) 研究プロジェクト（2 単位），学士特定課題研究（4 単位），学士特定課題プロジェクト（6 単位）を修得している

こと。なお，早期卒業者は，「学士特定課題研究（4 単位）及び学士特定課題プロジェクト（6 単位）」の代わり

に，「学士特定課題研究 S（8 単位）」の修得とすることができる。 

(5) 上記(1)，(2)，(3)，(4)を含め合計 124 単位以上修得していること。 

 

2① 2② 2③ 2④ 3① 3② 3③ 3④

物理数学A
（地惑）

力学
（地惑）

量子力学
（地惑）

地球化学A 地球化学B
電磁気学
（地惑）

統計力学
（地惑）

地球史概論 地球物質学 惑星天文学

惑星科学序論 宇宙地球化学 生物地球化学 地震学

地球システム科学

地球科学序論

地惑実験学
地惑実験
（岩石学）

数値地球
惑星科学

地惑実験
（野外実習）

地惑実験
（物理計測）

地惑巡検

数物系化学系科目群

地球惑星科学科目群

実験系科目群

研究プロジェクト

地惑研究のフロンティア
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学修一貫（学士課程・修士課程一貫）の教育体系 

 地球惑星科学系は，修士課程の地球惑星科学コース・地球生命コースにおいて「地球・惑星・宇宙の諸現象を理解する

ために必要な広い基礎的専門力をもち，複雑な現象に対して科学的理解を深めようとする探究心をもつ人材」を養成する

ことを目的とし，次のような能力の修得を学修目標としている。 

・地球惑星科学分野を中心としつつ広く科学を見渡せる能力 

・習得した知識を適用して複雑な現象を探究する能力 

・自分の研究に対する深いモチーフを培う能力 

・学修および研究の内容を的確に表現・伝達する能力 

修士課程では，200・300 番台の学修をもとに，地球惑星科学各分野における本格的な専門学修を始める。400・500 番台

で開講されている専門的・分野横断的科目をバランスよく学修することによって，広い学問的視野を涵養しつつ専門的知

識を深めることができるカリキュラムとなっている。同時に，講究科目によって，科学的に思考し議論する訓練を行い，

研究を進める上で必要な技術，能力を身に付けていく。 

 

 

 

 

( 111 ) 

機械系学修課程 

 

機械系の教育カリキュラムには，機械工学の根幹となる「機械工学基礎」，「データサイエンス・計算力学」，「材料力学」，

「熱力学」，「流体力学」，「機械力学」，「機械工学実験」，「機械設計学」等の分野に加え，「材料・加工」，「ロボティクス・

メカトロニクス」，「宇宙工学」，「PBL(Project Based Learning)」，「複合領域・フロンティア」等といった幅広い学問領域

の科目が含まれている。これにより，機械システムの動作を理解し，それらを統合した新たな機械を創出できるようにな

るだけでなく，修得した知識により様々な現象を理論的に解析し，工学的諸課題を解決することで環境と人類との調和を

なす革新的な機械システムが提案できるようになる。 

卒業後の進路は，学修一貫教育により修士課程への進学を基本とする。 
 

人材養成の目的 

機械工学の基礎専門知識および広範な工学の基盤知識を有し，物理現象の学理と実践的な工学手法に基づいて，工学

の諸課題を解決し，環境と人類との調和をなした革新的な機械システムを提案することができる人材を養成することを

目的とする。 

 

学修目標 

 機械系では，上記の目的の達成のために，次のような能力の修得を目標とする。 

1. 【専門力】基盤的な専門力 

・ 研究及び技術開発の基盤となる専門力 

2. 【教養力】幅広い教養と自ら学び考えることができる力 

・ 物事を俯瞰的に把握できる幅広い知識と語学力 

・ 倫理観と未知の世界に挑戦する意志をもって行動し，自ら学び考えることができる力 

3. 【コミュニケーション力】論理的に表現でき，尊重しあうことができる力 

・ 自分の意見を周囲に対して論理的に表現でき，そして，互いに又はチームで理解及び尊重しあうことができ

る力 

4. 【展開力】（探究力又は設定力）整理及び分析できる力 

・ 多角的な視点で事象を整理でき，また，論理的な思考で分析できる力 

5. 【展開力】（実践力又は解決力）基本的な問題を解決できる力 

・ 豊かな発想力や創造力を用い，知識や技能を活用して基本的な問題を解決できる力 

6. 機械工学の発展的専門学力 

・ 機械工学の基盤的内容・応用的内容に，専門性が深化した発展的な内容を加えた深い専門知識 

7. 専門知識を活用して新たな課題解決と創造的提案を行う能力 

・ 振り返り学習を通した自己評価により，専門分野に関して不足する知識を自ら発見・獲得し，創造的提案を

行う能力 

8. 他者と協調してプロジェクトを立案・遂行する能力 

・ チームの中での役割を認識してリーダーシップ，フォロワーシップをもって，制約条件のあるプロジェクト

を決められた時間の中で実行できる力 

9. 論理的思考と文章力を持ち，自らの考えを展開し，説明・表現する力 

・ 他人に伝わるための文章，人に説明するための系統だった表現を見出し，文章化，発表することができる力 

なお，それぞれの目標の詳細は，「学修目標におけるルーブリック」を参照すること。水準 3 までを学士課程における目

標とする。 

 
 




